
［果樹部門］ 

４．果肉障害を抑制する機能性果実袋の開発 

 

［要約］ 

夏季の異常高温によるモモの成熟遅延や果肉障害対策として、果実品質を損なうこと

なく果肉障害の発生が低減できる、赤外線反射率の高い酸化チタンを塗布した機能性果

実袋を開発した。  
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［分類］ 技術  
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［背景・ねらい］ 

近年、夏季に異常高温によってモモの成熟期の果実温度が過度に高まり、エチレンの発

生が抑制され、成熟遅延に伴って果肉障害の発生が問題となりつつある。そこで、成熟前

の果実温度を低下させ、果肉障害の発生を低減する機能性果実袋を開発する。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．開発した機能性果実袋は、慣行袋に赤外線反射率の高い酸化チタンを塗布したもので

ある。  

２．この機能性果実袋を被袋すると果実温度が慣行袋より明らかに低い（図１、図２）。  

３．この機能性果実袋の被袋によって赤肉症の発生、特に障害程度が１（微）以上の発生

が明らかに抑制され、程度２以上の発生も少ない傾向が認められる。また、水浸状果肉

褐変症では障害程度が１（微）以上では差は無いが、程度２（少）以上では明らかに少

ない（図３）。  

４．果実品質は機能性果実袋と慣行袋との間には差は認められない（表１）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．平成25年２月に国際特許出願ならびに台湾特許出願を行い、国際特許出願については

平成26年７月に日本、８月に中国、韓国で国内移行した。  

２．現在、製袋メーカーが市販に向けた準備を進めている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



［具体的データ］ 

 

平均収穫日 果実重 糖度 果皮着色ｚ 果肉硬度 渋みｚ

(月/日） (ｇ) (°Brix) (0～４） (kgｆ） (0～４）

機能性果実袋 7月25日 320 13.9 15.9 1.1 0.73 4.4 0.8

慣行袋 7月26日 325 14.0 14.3 1.1 0.74 4.4 0.8

有意性ｙ n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.

ｚ０：無、１：微、２：少、３：中、４：多の基準で調査
ｙn.s.は有意差がないことを示す(t検定、核割れ率は逆正弦変換後検定）
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表１　機能性果実袋の被袋が「清水白桃」の収穫期及び果実品質に及ぼす影響
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図１ 機能性果実袋の被袋状況
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図２ 機能性果実袋の被袋が「清水白桃」の成熟直前の果実

温度に及ぼす影響
ｚ**はt検定により1％水準で有意差あり、バーは標準

誤差（n=17）
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図３ 機能性果実袋の被袋が「清水白桃」の果肉障害の発生に及ぼす影響
ｚ障害程度は０：無、１：微、２：少、３：中、４：多の５段階で調査
ｙカラム上の**は１％、*は５％水準で有意差有り、n.s.は有意差なし（ロジスティック回帰

分析）

http://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/291700_1161405_misc.pdf

